
資料 6.1955 年 1 月～11 月木製架台の実験 

 

 

 



3) 三角ヤスリ、四角ヤスリを強く引っ張ったザイルに垂直にあてて往復運動をさせるという実

験、及びヤスリを上記エッジに代えても行った。 

 

 ここでは、次の三種類の実験デ－タを示すにとどめる。 

 

(1) ナイロン強力糸 8mmザイル(新品) 

 

 錘を hcmだけ持ち上げて落下させる。 

 

 (A)は 90 度エッジ(鉄製、鋭さは指で押してみて痛い程

度) 

 

  h=60cmないし 56cmで、エッジの部分で切断 



 

(2) マニラ麻 12mmザイル(新品) 

 

 要領は(1)と同じ 

 

 h=70cmで切れず、しかし約 20％切断 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) ナイロン 4mmロ－プ(新品) 

 

 (A) 90度エッジ(鋭さは(1)と同じ) 

 

 (B) あまり滑らかでない鉄の丸棒 

 

  h=30cmで切断 

 

東壁での場合にかなり近い状態であると思う。 

すべてがほぼ 1/4である。 

 

 

 

 



   

        木製架台               秤と接合部分 

 

 

 

 

 

 



 

鉄製エッジに 

ザイルがかかったところ 

 

 

 

 

 

 

 

四種類の鉄製エッジと、石の錘 

 








